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●はじめに
本建物は、戸境壁を耐震壁とする2棟

（南棟：約50mｘ13m、東棟：約13mx45m）

の板状の共同住宅をL型に配置した基

礎免震構造の計画です。1階の南東の

一部と2階以上は全て住戸であり、南

棟の9 ,11,14階で西側が、東棟の12～

14階で北側が1スパンずつセットバッ

クしています。

板状の共同住宅の特長である方向別に

ラーメン架構と耐震壁架構という大

きく剛性の異なる構造形式である建物

２棟を居住条件、敷地条件により、L

型に配置する計画に対してどのような

構造計画を提案できるかを思案しまし

た。

● 最下層で2棟を一体とし、
上階は独立させる

2棟を一体とした場合、剛性が大きい

耐震壁架構の棟に地震力が移行し、負

担せん断力が集中することにより、免

震装置の引抜力が大きくなり、設計で

きなくなりました。さらに、偏心が大

きくなり、捩れ振動の影響が大きくな

りました。

完全に独立させた場合、免震層の変形

を含む各棟の相対変形が大きく、エキ

スパンションのクリアランスが 1 m以

上必要になり、鉛直方向の相対変形も

大きくなるため、構造的、建築的な設

計が困難となりました。

二つの案の中間的な案として、最下層

で 2棟を一体とし、上階は各棟を独

立させることで、各棟の地震力をそれ

ぞれが負担し、各棟の柱梁などの主体

架構がバランスの良い設計となりまし

た。また、免震構造の効果により、エ

キスパンションジョイントも棟間のク

リアランスが耐震構造に比べても小さ

くなり、経済的な設計となりました。

さらに、各棟の負担せん断力に大きな

差がなく、免震層の偏心を小さくでき

ました。

● せん断弾性係数の異なるゴ
ムの併用

各棟とも上階で 3スパンずつセット

バックしているため、これによる偏心

も生じていました。そのため、許容圧

縮荷重がほぼ変わらない2種類のせん

断弾性係数の高減衰ゴム系積層ゴムを

採用し、セットバックによる偏心の影

響をおさえました。
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高減衰ゴム系積層ゴム 

：φ1000 X6R 

：φ1100 X4R 

：φ1000 X4R 

：φ950 X4R 

：φ900 X4R 

弾性すべり 

：φ500 

：φ400 

南棟の重量：15580 kN（全体重量の 52%）
 

東棟の重量：14625 kN（全体重量の 48%）
 

告示乱数の応答層せん断力（免震層）：18244kN 

南棟：9608 kN（免震層合計の 53%） 

東棟：8636 kN（免震層合計の 47%） 

→免震層の捩れを抑制 

セットバックにより、

軸力が小さい。 

偏心調整のため、 

せん断弾性係数を変更 

セットバックにより、

軸力が小さい。 

：東棟耐震壁 

：南棟耐震壁 

棟間のクリアランス 

最大 250mm 南棟 東棟 

基準階平面図

Y方向の応答層せん断力

免震装置の配置計画
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EXTENSION

■青年技術者のことば

応募にあたって、入社してからの

10年余りに担当した物件を振り返

り、色々なところで、様々な方々

と仕事させてもらっているんだ

なぁと感慨深く感じ、感謝に堪え

ません。

構造設計者として、もし全く同じ

建物を設計することになった場

合に、原理原則に従い、全く同じ

答えを導ける正確さと前と違うア

イデアや新しい知見を盛り込める

柔軟さを持ち合わせることが私の

理想です。これからも常に情報収

集などの努力を怠らず、構造設計

者としての技術力、魅力を手に入

れ、磨き上げていきたいです。

そして、意匠設計や設備設計の方

たちと対話しながら、最後までよ

り良い空間をつくるために、そこ

を利用する方々の笑顔のために、

図面の先を常に考え続けられる設

計者でいたいです。

皆様ありがとうございました。

これからもよろしくお願い致しま

す。

■すいせん者

嶋崎敦志

㈱大林組　大阪本店　建築事業部

構造設計第三部　部長

2棟の板状マンションを免震層直上で接続した免震構造
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